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　Since the establishment of Research Institute of Asian 
Design in 2010, we have been proceeding with the research 
on Asian mountain floats with the particular focus on its 
design principles.  In 2015, the international symposium 
on decorative mountain floats of Bali and North Eastern 
Thailand was held at KDU.  At this symposium, the design 
principles of the funeral mountain floats which are thought 
to be a means of sending departed souls of nobles and saints 
to the heaven (on the cosmic mountain top) were looked 
at using visual materials such as documentation video.  A 
seminar as a part of “Comparative study of headdress in 
the festival culture of Southeast Asia”, an event which is 
Jauk performance by a traditional Balinese dancer with 
the commentary on its costume, mask and Jauk headdress 
was held at KDU. Furthermore, Balinese Wayang Kulit 
event under the theme of samudra manthan was also held 
in order for us to furtherly explore the basis of Asian Design 
principles.  From all these, we have gained some ideas that 
lead us to the better understanding of  Design principles 
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　2010 年 11 月に行われたバリ島中部ウブドのプリアタン王
































































































る活動として、2016 年 1 月には、昨年度に引き続き、今年度
は「ムナラ・ギリ（乳海攪拌）」物語というテーマでバリ島の影
絵人形芝居公演を企画した（写真 7）。巨大な亀が支える世界
の中心須弥山に巻き付く巨竜バスキを神 と々悪魔が引き合い
乳白の海を攪拌する。不死の妙薬、聖水「アムルタ」の生成、
乳海攪拌をめぐる神 と々悪鬼の物語である。
　影絵人形芝居の物語は 6 部構成となる。
1. 悪鬼を待つ神々。2.ヴィシュヌ神と悪鬼王プルチンティの
会見物語。3. 大亀の背に須弥山を乗せる。4. 乳海攪拌が始
まる。5.ヴィシュヌ神の策略と新たな戦い。6. プルチンティ
の子、カララウの首。
　梅田英春教授（静岡文化芸術大学）が率いる「ワヤン・トゥ
ンジュク梅田一座」によるバリ・ワヤン公演は、演者の水準
が高く、非常にインパクトがあった。アジア文化に対する興味
の喚起、発想の刺激をあたえる機会となった。
3)　まとめ
　東南アジアの冠物には、「命」を頭に乗せる根源的な世界
観が表されており、それはバデとハッサディーリンのメル塔の
葬儀山車と同様、宇宙の働きの象徴（宇宙山模型）と捉える
ことができる。次年度からは山車研究の延長として、東南ア
ジアの祭礼文化に見かける「冠りもの」に眼を向ける。
　アジアの各地の祭礼文化が示す豊かな「冠りもの」の造形
手法、象徴、意味などとの関連を探りながら、山車に盛りこ
まれた造形語法と「冠りもの」の造形語法の比較研究を予定
する。　　　　　　　　　　　　　　　（文責　黄　國賓）
注１　一般公開シンポジウム等の開催日
2-1)：2015.9.16、2-2)：2015.11.7、2-3)：2016.1.30
会場：神戸芸術工科大学クリエイティブセンター　2F　　　　　　　　　　　　　　　　
写真 5
写真 6写真 7
写真 5　バリ島のジャウク仮面舞踊　　写真 6　マンダラを模すジャ
ウクの黄金の冠。写真 7　上演中の影絵人形芝居「乳海攪拌」。
